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＜連絡事項＞

・医療ガス日常点検の書式は、4月分より以前の押印欄なしで確認者の入力のみとなります。

書式を修正しますので当日リーダーの方は入力お願いします。
＜患者様連絡事項＞
・江刺家　惠子様～姉夫婦来院し、医療保護入院の計画書にサインを頂いています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・久保　興介様～お母様来院。目覚まし時計、ジュース・菓子が届く。お母様から本人が携帯電話を希望していたが、通話できる状態ではない為持参しないと話しがあり、本人へ説明し了承されています。
・小田　タネ様～本日「ひまわり園」スタッフ来院し本人と面会。ＡＤＬの確認行っています。
退院後訪問看護の利用は、4/12（火）14：00初訪問、1回/週利用予定

初外来は4/27（水）10：30で予約済み

デイサービスは「結び家」を週2回（月・木）で調整中
＜要注目患者様＞

・江刺家　惠子様～危険行為はなく、私物に関する訴えも聞かれません。時折口調の荒さや命令口調が見られていますが、直ぐに落ち着いています

・森　ひで様～離床直後の臥床要求や介助の要求頻回に聞かれていますが、介入にて落ち着き自力可能な部分は行っています。流延目立たず、乏尿傾向にあるため飲水促していますが、応じることが出来ています。
＜安ヶ平Dr診察＞

・長谷川　陽一様～夜間の睡眠はとれている。現在就床前薬を21時に服用しているが、30分前から服用したいと希望あり。20時30分には服用可としている。夜中にトイレ覚醒した際ふらつきを報告しているが、減薬は本人が拒否している為、処方継続する。
・滝田　英人様～午前中にふらつきを訴えるが、作業療法には参加出来ている。本人も忘れた頃に不調に襲われると話している。診察中は脈拍64回/分　不整脈なし。夜間の睡眠はとれているが、覚醒時間が早くなっていると話す。睡眠は２時間～6時間と安定せず。診察中にも大声で話しをしているが、「私が話をしているわけではない」と訴える。処方は変更せず継続とするが、今後も状態悪化するようであれば処方変更の検討が必要。
・出河　攻様～吐き気は治まったが、下痢がみられていた為下剤を除剤して服用した所、便秘傾向となっている。処方はセンノシド４錠を3錠に減薬。今後も排便状況を見ながら調整可。食事時は咀嚼に注意しながら摂取するよう説明する。夜間の睡眠はとれており、血圧も安定している。
・上村　みわ様～歩行状態は上達し、歩行姿勢も安定している。動作時には腰から大腿部にかけて疼痛は継続している。夜間の睡眠もとれており、食事の摂取も問題なく行えている。血圧安定しており、処方は現状のまま継続。
・中川原　義雄様～少し風邪気味だが発熱はなく、風邪薬服用するほどではないと話す。お金の計算が出来なくなってきているが、日常生活への支障はない。採血の結果異常なく、内服は継続とする。フェルビナクスチック2本処方。
＜皮膚科診察＞
・畑中　成夫様～処置追加。

①左頬部に面皰、紅色丘疹数個⇒ゲンタマイシン軟膏
②臀部　発赤、表皮剥離小局面⇒テラマイシン軟膏
※他変更なく処置継続。
